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千葉県立中央博物館分館海の博物館は、平成11年3月のオー

プン以来、本年度末をもって4年を経過しました。この間、「収

集した資料を調査研究し、その成果を展示や教育普及活動に反

映させる」という理念のもとに各種の博物館活動を展開してき

ました。その成果か、開館当初は無名であった当館も、最近で

は海の自然や生きものについての問い合わせが増え、また、入

館者数も順調に推移しており、やっと「勝浦の海の博物館」と

してみなさまに認識していただけるようになってきました。

本書「いそっぴ通信」は、年度単位で海の博物館の活動のよ

うすを紹介するニュースレターです。今号では、平成14年度の

大きな出来事と、各種の博物館

行事を通してみなさまと直接接

するスタッフにスポットを当て

た編集としました。本書により、

多くの方々が海の博物館に興味

を持ち、実際に来館し、いろい

ろな形で当館を活用していただ

ければ幸いです。
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平成14年度のトピックス

海の体験コーナーは、体験学習指導員といっしょに海にまつわ

る実験や工作にチャレンジする行事です。昨年度、『海藻おしばを

作ろう』というメニューでスタートしました。今年度は、ここに

紹介する二つのメニューが加わって、ますます人気を集めています。

“海の生きものの形の拓本をとる”という高梨指導員の発想か

らスタートしました。内容は、サンゴの骨格にうすい布をのせ、

その上から絵の具が付いたタンポで軽くたたき、“拓本”をとる要

領で模様を型取っていくというものです。発案から、材料の

試行錯誤、わかりやすくメニューを進行させるシナリオ

づくり、作り方をのせた解説シートづくりなど、約8ヶ月

の準備期間を経て、5月にこのメニューで初めての体験コ

ーナーを開催しました。“コーラル（サンゴの意味です）

プリント”は、当館オリジナルのネーミングです。

サブタイトルからもわかるとおり、このメニューは“家庭でも

海を身近に感じるきっかけを作りたい”という高橋指導員のアイ

ディアです。内容は、シラスパックに混ざるさまざまな小さい生

きものを探してみようというものです。はじめは、いくつ

ものスーパーでシラスパックを買い、生きものをより分

けてはスケッチをくり返しました。混ざっている小さな

生きものとはどんな種類なのかと勉強会も開きました。

参加した人がより分けたものを持ち帰れるよう工夫もし

て、初めてのコーナーを７月に開催しました。

海の博物館のこの一年を振り返り、大きな出来事を紹介します。

海の体験コーナーに
新企画登場！

コーラルプリントを
しよう

シラスをしらべよう
─冷蔵庫の中の小さな海─

コーラルプリントの型となるサンゴの骨格

シラスパックに混ざる生きものの勉強会

コーラルプリント制作中

こんな生きものが混ざっています（カニのこども）
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ヤドカリは貝殻をせおっていることや、ときどき引っ

越し（貝殻の交換）をすることなどがよく知られている

生きものです。平成14年度のマリンサイエンスギャラリ

ーでは、このヤドカリの体のつくりや生活、種類につい

て深く掘り下げて紹介しました。

展示は、「これがヤドカリだ！」、「ヤドカリのくらし」、

「ヤドカリ大集合」、「観察コーナー」の四つのコーナー

で構成し、各コーナーでは剥製やパネルを陳列するだけ

でなく、体験的な展示手法も取り入れ、楽しみながら学

べる展示を目指しました。ここでは、特に好評だった展

示を中心に、マリンサイエンスギャラリーのようすを紹

介します。

ヤドカリは、エビやカニと同じ十脚甲殻類のなかまで

す。その証拠に、ふだん貝殻の中に隠れているヤドカリ

の体をよく見てみると、エビやカニと共通する特徴をい

くつも持っています。ヤドカリを貝殻から抜き出し、エ

ビやカニと並べれば同じなかまであることがわかりやす

いのですが、丸裸のヤドカリは、貝殻に入っているもの

とだいぶイメージが異なってしまいます。そこで考え出

した展示が、ヤドカリのせおった貝殻部分をスライドさ

せると中身がみえるというものです。これによって多く

のお客様にヤドカリと貝殻の関係や、ヤドカリの体のつ

くりを理解していただけたようです。

平成14年度
マリンサイエンスギャラリー

ヤドカリの世界
開催

平成14年11月２日～12月23日

ヤドカリと貝殻の関係をわかりやすく表現したオ
リジナル展示

タラバガニのなかま（右）と本物のカニ（左）の
腹部を比較するための標本
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ヤドカリのなかまはすべてが貝殻をせおうわけではあり

ません。専門的にみたヤドカリの特徴としては、腹部がね

じれていることや、脚の長さが前と後ろで大きく異なり、

特に一番後ろの脚がその他の脚に比べて小さくなっている

ことなどが挙げられます。北海の海の幸として馴染みの深

いタラバガニやハナサキガニはこれらの特徴をもっていま

す。つまり、タラバガニやハナサキガニはカニではなく、

ヤドカリなのです。タラバガニがカニではないことは多く

のお客様がご存知のようでした。本物のカニとの違いは脚

の数が少ないということもよく知られていました。しかし、

脚の数が少ないのは、なくなってしまったのではなく、小

さくなって甲の中に折り畳まれていることや、裏側をみる

とタラバガニにはヤドカリのなかまの証拠となる腹部のね

じれが確認できることはあまり知られていなかったようで

す。腹部のかたちを比較してもらうため、タラバガニのな

かまと本物のカニ（タカアシガニ）の標本を手に取って観

察していただける標本を展示しました。

ヤドカリのなかまには貝殻をせおうだけでなく、その上

に毒をもつイソギンチャクをつけて身を守る種類もいま

す。これらのヤドカリは引っ越しをする時にもとの貝殻に

ついたイソギンチャクをまるでマッサージでもするかのよ

うにしてうまく取り外し、新しい貝殻に付け替えます。こ

の行動は、ビデオによって紹介し、その横にはイソギンチ

ャクを付けている生きたヤドカリ（表紙写真参照）を水槽

展示しました。会場でのアンケートによると、この展示は

好評だったため、マリンサイエンスギャラリー終了後も引

続きロビーにて展示しました。

ヤドカリとイソギンチャクの展示

今回の展示では、市内二ケ所の歩道橋に広報用
の横断幕を設置しました。アンケートの答えに
よると、これを見て来館して下さった方も少な
くないようでした

今回の展示では、日本
財団の助成により、カ
ラー10ページの展示図
録を作り、会場で配付
しました

今回の展示は、回答いただいたお客様の7割から「おもしろい」という評価

をいただきました。そのうち、144名の方が特に面白かったコーナーの名前を

挙げて下さいました。ヤドカリとイソギンチャクの展示と、クイズ形式で水

槽に入った潮だまりのヤドカリの名前を当てる展示が人気を二分しました。

逆に、「博物館＝珍奇な物の陳列」というイメージをお持ちの方は身近な生き

ものであるヤドカリがテーマではものたりないと感じたのかも知れません。

また、アンケートではどのようにして今回の展示会を知ったかを伺い、4割

の方から「来館して知った」との回答をいただきました。マリンサイエンス

ギャラリーだけでなく、海の博物館全体としての広報活動に検討の余地があ

ることを実感しました。

会期日数 52日
開催日数 45日
期間入場者 24,968名
アンケート回答者 612名
展示資料 標　本 38点

パネル 51点
生　体 15種

わかりやすい 
68％ 

ふつう 
27％ 

わかりにくい 
5％ 

県内54％ 

勝浦市内8％ 

県外38％ 

おもしろい 
73％ 

ふつう 
21％ 

つまらない 
6％ 

展示の内容は解りやすかったですか？ 展示はおもしろかったですか？

回答者居住地
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みなさんはイッカクという動物をごぞんじですか？ 今回の収蔵資料展では、このイッカクにつ

いて、体のつくりや生態を当館所蔵の骨格標本を中心に写真や映像なども使って紹介しました。

イッカクは北極圏の海にくらすクジラのなかまで、さまざまな種類がいるクジラ類の中でも一

風変わった姿をしています。背びれがなくずんぐりした体つきに小さく丸い頭、イチョウの葉の

ような形の尾びれが特徴的ですが、何といっても目を引くのは、イッカク（一角）という名前の

由来でもある、オスに見られる一本の長い「角」でしょう。しかし、これは実は角ではなく、特

殊な形の歯（牙）なのです。オスのイッカクは成長するにつれ左側の歯だけがらせん状に長くの

びていきます。この牙の使い道についてはさまざまな説がありましたが、現在はオス同士の争い

に用いられると考えられています。

生物の造形の中でも最も不思議なものの一つといえるイッカクの牙は、古くから人々の興味を

引きつけてきました。かつては想像上の動物ユニコーンの伝説と結びつけられ、イッカクの牙が

ユニコーンの角として売買されていたこともあります。

海の博物館では、博物館活動の一環として海の生きものに関するさまざまな資料を収集してい

ます。その中でも、今回公開した雌雄一対のイッカクの全身骨格標本は、特に貴重なもので、国

内では、唯一当館のみが雄と雌の双方を保管しています。

収蔵資料展
イッカク

─長い牙を持つクジラ─
開催

平成15年１月11日～２月16日

これまでの企画展示と比べるとわかりにくいという意見

が少し多かったのですが、ふだん目にする機会の少ないイ

ッカクという生物を取り上げた展示内容には、多くの方に

満足していただけたようです。

会期日数 37日
開催日数 29日
期間入場者 16,929名
アンケート回答者 246名
展示資料 標　本６点

パネル16点

わかりやすい 
78％ 

ふつう 
19％ 

わかりにくい3％ 

県内58％ 

県外38％ 

勝浦市内4％ 

おもしろい 
88％ 

ふつう 
10％ 

つまらない 
2％ 

展示の内容は解りやすか
ったですか？

展示はおもしろかったで
すか？

回答者居住地

オスのイッカク全身骨格標本

展示のようす

オスのイッカクの頭骨と牙
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ロビーにツチクジラ現る
新たに展示ロビーでツチクジラの展示を始めました。といって

も本物ではなく、精巧に作られた10分の1縮尺の模型です。この模

型は、昨年度のマリンサイエンスギャラリー「クジラを知る」で

展示されたものです。制作は国立科学博物館の協力を得て、ツチ

クジラの計測値や骨格標本、写真資料などを調査し、彫刻家の円

尾博美さんに依頼しました。完成までには約8ヶ月間を要しました。

海の博物館の展示ロビーから見えるツチクジラの全身骨格標本か

らでは想像しにくいツチクジラの外形がこの模型でよくわかると

思います。

ケースの中には、展示室をご案内する体験学習指導員2名を模型

と同じスケールに縮尺した写真パネルも添えているので、その大

きさを想像してみて下さい。

新作ユニット展示２点お披露目
海の博物館の展示室には、各展示パートに関する話題をくわし

く紹介する「ユニット展示」があります。この展示は、ときどき

交換しており、そのことに気付いているリピーターの方も少なか

らずいらっしゃることでしょう。これらの多くは研究員の手作り

によるもので、今年度は、これまでの研究成果や平成11年度のマ

リンサイエンスギャラリーで紹介した話題を、二つの新しいユニ

ット展示としてお披露目しました。

『館山海底谷』

館山湾の海底には、深い谷があり、館山海底谷と呼ばれていま

す。その深海底のようすを、水深500mまで到達可能な自走式水中

テレビカメラを用いて撮影し、そこで見られたさまざまな深海生

物を映像や標本で紹介しています。

『貝の舌の秘密』

貝の仲間だけに見られる歯舌（エサを食べるときに使う器官）

についてイラストや電子顕微鏡写真で紹介し、顕微鏡で実物を観

察できるようにしました。平成11度マリンサイエンスギャラリー

『貝達の巧みな生活』で紹介した話題がユニット展示になりました。

新展示品登場！

「クジラを知る」での展示
のようす

ロビーのツチクジラ縮小模型

館山海底谷

貝の舌の秘密
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お客様から、「博物館の建物は大きいのに展示室はこれだけ？ 公開

していない部分には何があるの？」というご質問をいただくことがと

きどきあります。その疑問にお答えするために、本年度より、博物館

の裏方を紹介する「バックヤードツアー」を始めることにしました。

バックヤードツアーでは、まずは、飼育室を見ていただきます。こ

こは、展示室の水槽で紹介している生きものの予備をストックしたり、

生きものを飼育しながら観察、研究するための部屋です。小さな生き

ものを小分けにして飼育する水槽から全長1ｍを超える魚も収容でき

る大型水槽までいろいろあり、中に入っている生きものとともに、参

加された方には興味深くご覧いただいています。

次にご案内するのは、収蔵庫です。収蔵庫は収集された資料を大切

に保管する場所で、博物館の心臓部ともいえる部屋です。1階には全

長2ｍを超える生きものも保管できる大型収蔵庫、2階にはアルコール

漬けにした標本を保管する液浸収蔵庫、3階には海藻

や貝殻などを乾燥させて保管する乾燥収蔵庫がありま

す。ここでは、幾段もの棚に整然と並べられた標本に、

多くの方々が驚きの声をあげられていました。

限られた時間内で紹介できるのは一部の部屋だけで

すが、ツアー終了後には「博物館ではこんなこともや

っているんだ」といった感想もいただいており、博物

館の社会的な役割や裏方での仕事を知っていただく行

事として来年度も続けていきたいと考えています。

「磯で見られる生きものは？」との問いかけに、多くの人は魚や

貝、カニなどの動物をあげるのではないでしょうか。ところが、磯

には動物よりも数多く暮らしている生きものがいます。それが海藻

です。

海の生きものを観察する際の手引き書となる冊子を作ろうと、昨

年度から「海の生きもの観察ノート」の刊行を開始しました。その

第2号として、今年度は「海藻を観察しよう」を発行しました。本

書では、特に海の博物館の目の前に広がる磯に焦点を当て、そこで

海藻を観察するときのポイントや、潮が引いたときによく見られる

海藻の種類などを写真入りで紹介しています。また、

海藻のいろいろな面を知ってもらうために、少し専

門的な話題も取り入れ、海藻についての簡単な読み

物としても利用できるようになっています。この冊

子を読んで、観察にでかけると、よりいっそう海藻

に興味を持ってもらえるものと思います。まだ残部

がありますので、入手ご希望の方は海の博物館まで

ご連絡ください。

バックヤードツアー
開始

海の生きもの観察ノート滷
「海藻を観察しよう」

刊行

バックヤードツアーのようす

海の博物館前の磯の海藻がたくさん紹介されています

海
の
生
き
も
の
観
察
ノ
ー
ト

②
「
海
藻
を
観
察
し
よ
う
」
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エチゼンクラゲは、傘の径が最大で2mに達する、日本近海では最
大級のクラゲです。このクラゲは、もともと中国大陸沿岸や東シナ海
に見られ、時に対馬暖流によって日本海に出現します。昨年夏、「日
本海にエチゼンクラゲ大量発生」とのニュースが全国的に報道された
のは、記憶に新しいのではないでしょうか。この「大量発生」したク
ラゲは、その後、日本海を北上し、さらに津軽海峡を通り、今度は親
潮に乗って太平洋側を南下し始め、昨年11月には三陸沖で発見されま
した。そしてついに、12月16日、このクラゲが海の博物館近くの松部
漁港（勝浦市）で地元在住の吉野守さんによって発見されました。そ
の後の情報によると、この個体以外にも、勝浦市内の他の場所や鴨川
市などで発見があったようです。

さて、今回松部漁港で発見されたクラゲは、傘の径が約1mで、比
較的大型の個体でした。地元の方の協力のもと、なんとかクラゲを博
物館の大型水槽に収容することができました。早速報道機関に公開し
た後、大型水槽に潜って、写真やビデオの撮影を行いました。その後、
研究用の組織を一部切りだし、さらに本体をまるごと、大型のフォル
マリンタンクに運んで、固定標本として保管しました。クラゲはすで
に弱っていたため、来館者の方々に生きたようすをご覧いただけませ
んでしたが、代わりに、このときに撮影した映像を、しばらくの間、
展示室の一画にて放映しました。

エチゼンクラゲはあまりにも大きいため、標本が保存されている機
関がほとんどありません。そのため、このクラゲについては、まだわ
かっていないことがたくさんあります。「大量発生」といっても、標
本を保存し、それを調査・研究に使用できるということは、非常に稀
なことです。今回の標本は、今後、謎に満ちたエチゼンクラゲについ
て研究していく上で、非常に貴重な資料となっています。

9月3日～6日までの4日間、伊豆大島で魚類の採集を行いました。昨
年の無脊椎動物に引き続いての、房総半島と生物相を比較するための
調査です。行きには、機体のトラブルのため搭乗機が羽田空港に引き
返すアクシデントに見舞われ、3時間遅れのスタートとなりましたが、
なんとか予定をこなすことができました。

この調査では、タイドプールを中心に採集を行い、26科に属する43
種331個体の魚類を得ました。それらの顔ぶれをみると、チョウチョ
ウウオのなかまが多いことなど、房総半島よりも南方性の魚種が目立
つという特徴がありました。これは、無脊椎動物の調査結果とも似通
ったものであり、房総半島の生物相を検討する上で、興味深い比較デ
ータとなりました。また、転石海岸の波打ち際がホシキカイウツボ

（21ページ参照）の生息場所となっていることを明らかにするなど、
成果は、生物相の解明にとどまらず、魚類学的にも価値あるものとな
りました。

エチゼンクラゲ
勝浦に出現！

伊豆大島魚類調査

大型水槽で泳ぐエチゼンクラゲ

海の博物館のエチゼンクラゲは、次の報道機関により、新聞紙面やテレビのニ
ュース番組等で紹介されました。
朝日新聞社・共同通信社・産経新聞社・日本テレビ・千葉日報・千葉テレビ・
テレビ朝日・フジテレビ・毎日新聞社・読売新聞社（敬称略、五十音順）

展示室での放映のようす

ホシキカイウツボが生息する秋の浜



海の博物館の展示や行事は、分館長と９名の研究員、２名の体験学習指導員によって企画、運営

されています。また、皆様から寄せられる様々な質問や相談に応じたり、展示室を案内しているの

も、これらのスタッフです。

分館長　堀江
ほりえ

義一
よしかず

薬学博士

専門分野：菌類分類・生態学、環境微生物学、地球環境学を専門にしています。

研究内容：環境中、特に土壌中のカビ毒生産菌や病原真菌の分布の研究をしています。その中でも

麹菌
こうじきん

のなかまが専門で、調査のために毎年のように中国やブラジルに行っています。これまでに、

中国では新彊
しんきょう

ウイグル自治区、チベット高原、内蒙古
うちもうこ

などを、ブラジルではアマゾン全域、ギアナ高

地、パンタナール、バイヤ州などを調査し、各地の土壌からたくさんの麹菌の新種を発見しています。

著書等：菌類図鑑（講談社）、ハルピン医科大学客員教授、千葉大学真菌医学研究センター非常勤

講師、日本菌学会賞受賞

研究員　藍澤
あいざわ

正宏
まさひろ

専門分野：魚の分類を専門分野としています。このほかにイカ、タコ類やクジラ類なども担当して

ています。これらの生きものであれば、何らかの助言ができると思います。

研究内容：砂利や転石の間に生息しているミミズハゼ類を

研究しています。具体的には、野外での調査や、博物館に

収蔵されている標本を調べ、国内にどんな種類が生息して

いるのかを研究しています。また、深海魚についても分類

学的研究を行っています。

著書等：日本産魚類検索（東海大学出版会）、日本の海水

魚（山と渓谷社）、小学館の図鑑NEO「魚」など

研究員　乃一
のいち

哲久
てつひさ

学術博士

専門分野：魚類、その中でも仔
し

稚
ち

魚
ぎょ

（子供）を専門分野としています。魚の子供に関することや、

魚類の調査方法、標本作製に関することであれば、質問や

相談に応じることができます。

研究内容：プランクトンネットで採れた魚の子供を詳しく

調べ、魚種毎に子供の姿や形、生活のようすを明らかにし

ていくのが私の研究です。魚類学の中でも初期生活史とい

う分野で、現在は、イワシやヒラメ、カレイのなかまを中

心に研究を行っています。

著書等：砂浜海岸の仔稚魚の生物学（恒星社厚生閣）、稚魚の自然史（北大図書刊行会）など

研究員　川瀬
かわせ

裕司
ひろ し

農学博士

専門分野：専門分野は魚類の行動生態で、魚が海の中でどのような生活

をしているのかを実際に海に潜って調べています。

研究分野：主な対象はカワハギのなかまで、どんなところにすんでいて、

いつ、どのように産卵するのか、また産卵した後どのような子育てをす

るのかということを水中で観察します。その結果、種類によってさまざ

まな行動が見られることがわかってきました。現在、オーストラリアの

カワハギ類を調べています。

著書等： 魚の自然史（北大図書刊行会）、日本動物大百科（平凡社）など

－ ８ －

スタッフ紹介

最近、新たに採集されたミミズハゼの一種

カタクチイワシの稚魚

ヨソギのメスによる卵保護



研究員　立川
たちかわ

浩之
ひろゆき

農学修士

専門分野：イシサンゴの仲間を専門分野としていますが、このほかにカイメン、貝、ウミウシ、ウ

ニ、ヒトデ、ナマコ、ウミガメなども担当しています。

研究内容：イシサンゴの中でも、非造礁性
ひぞうしょうせい

の種を研究しています。この

なかまはサンゴ礁を作る造礁性の種ほど一般には知られていませんが、

種数では造礁性の種にも匹敵します。現在、県内に生息する種を潜水調

査などで調べる一方、各地の大学や博物館の標本を調べ、どんな種類が

どこにいるのかを解き明かそうとしています。

著書等：フィールドガイド小笠原の自然（古今書院）、北マリアナ探検

航海記（文一総合出版）など

研究員　高山
たかやま

順子
じゅんこ

理学修士

専門分野：干潟にすむカニの生態を調べています。

研究内容：チゴガニは、泥干潟にひとりひとつの巣穴を掘っており、互いにとても近接して生活し

ているため、けんかをしたり、なわばりを持ったりしてい

ます。このようなカニの行動を観察することによって、カ

ニの社会のしくみを解き明かそうとするのが私の研究で

す。また、最近は、海の博物館のまわりにどのような磯の

生きものがいて、それらが季節とともに、あるいは年月と

ともに、どのように変化していくのかについても、興味を

もって観察しています。

研究員　菊地
きくち

則雄
のり お

水産学修士

専門分野：海の藻類、海藻が専門です。海藻に関する質問であれば、お答えできます。

研究内容：主に二つの研究を行っています。一つは、「海苔
の り

」として食

用になるアマノリ類を含む原始紅藻の種類や生活に関する研究です。こ

のなかまには絶滅が心配される種もあり、最近では、その生育地や生活

の特徴なども調査しています。もう一つは、千葉県にどのような海藻が

生えているのか？を調べることです。この研究では、県内各地で採集し

た海藻を、博物館に標本として保管し、海藻の分布に関する情報を蓄積

しています。

著書等：藻類の生活史集成第2巻褐藻・紅藻類（内田老鶴圃）

研究員　奥野
おくの

淳兒
じゅんじ

農学修士

専門分野：エビの分類を専門としています。名前の解らないエビがあれば、ご相談下さい。

研究内容：スキューバダイビングの普及に伴い、一般の方々がエビやカ

ニの水中写真を撮影する機会が増えてきました。ところが、それらの中

には分類学的な研究がなされていない種が数多く含まれています。原因

の一つには、研究者が見過ごしてきたことが挙げられ、私は、その様な

標本を収集し、分類学的な研究を行っています。特に、カクレエビ類や

サラサエビ類などの小型エビ類が専門で、房総半島周辺だけではなく、

伊豆諸島や琉球列島でも調査を行っています。

著書等：エビ・カニガイドブック－伊豆諸島・八丈島の海から－（ＴＢＳブリタニカ）

－ ９ －

イソギンチャクの上にすむアカホシカクレエビ

フルイサンゴの一種の骨格標本

絶滅危惧種カイガラアマノリ

干潟の表面に空いたチゴガニの巣穴



研究員　柳
やなぎ

研介
けんすけ

水産学博士

専門分野：イソギンチャク類を含む刺胞動物
しほうどうぶつ

に関しての質問や相談に応じることができます。また、

無脊椎動物全般に関して、標本の作製や観察についても助言が可能です。

研究内容：日本産のイソギンチャク類には、まだ名前すら

付いていない種類も少なくありません。私は、日本近海に

生息するイソギンチャクのなかまを明らかにする研究の一

環として、現在は、潮間帯のヨロイイソギンチャクの仲間

や、深海性のイソギンチャク類を対象とした分類学的研究

を行っています。

著書等：有明海の生きものたち（海遊社）など

研究員　村田
むらた

明久
あきひさ

理学修士

専門分野：大学では動物行動学を学び、フジツボ類の繁殖や生態を専門としています。

研究内容：フジツボは、一見貝のようにも見えますが、カニなどと同じ

甲殻類のなかまです。岩などの基質に固着して生活しており、移動する

ことはできません。また、フジツボは、一匹がオスでもメスでもある同

時的雌雄同体で、交尾をして繁殖をおこないます。移動できないのに交

尾をおこなうので、近くに他の個体がいないと繁殖ができません。この

ような独特な特徴を持つフジツボ類が、どのように繁殖をおこなってい

るのかを調べています。

体験学習指導員　高橋
たかはし

亜紀
あ き

活動内容： 展示解説、体験コーナーの企画と実施、拡大カメラのサンプル製作が担当です。

拡大カメラのサンプル製作：拡大カメラのサンプルをできるだけシンプルな物にリニューアルして

みました。みんなが今以上に興味を持つ物ができないかと考えての工夫です。説明を付けずに魚の

鱗
うろこ

やウニの棘
とげ

などをシャーレに接着しただけのことですが、その結果、サンプルをじっくりと見て

いる方が増えたように思います。なかには自分の手を映して喜びとも悲しみともつかない叫び声を

あげている方もいますが、「じゃあ手はどう映るのかしら？」と興味をもって行動した結果ではな

いでしょうか。私たちがいくら熱心に説明しても、興味の

ない方には、ただのお節介に過ぎません。これからも、自

然な衝動にかられ「海のことについてもっと知りたい」と

思うきっかけを提供し続けて行きたいと思います。

体験学習指導員　高梨
たかなし

真由美
ま ゆ み

活動内容：展示解説、体験コーナーの企画と実施を担当しています。

体験コーナーの企画と実施：展示室をよく見ると、海にはユニークな模様をもった生きものがたく

さんいることに気が付きます。私は拓本を習ったことがあり、同じ要領

で海の生きものの模様を写し取れないだろうかと考えて、ヒトデやナマ

コの乾燥標本、ウニの殻など何種類もの素材を、道具や技法を検討しな

がら試してみました。そうして生まれたのが体験コーナーの第２弾メニ

ュー「コーラルプリントをしよう」です。コーラルプリントとは、サン

ゴの骨格の構造を布に写し取る染物で、これなら、生きものが苦手な女

性の方にも海に興味を持ってもらえるはずです。みなさまも、ぜひ、体

験コーナーに参加してみてください。

－ 10 －

日本海溝調査船内での標本作製作業

クロフジツボ

コーラルプリント

（新）（旧） 蜚



本年度の海の博物館の活動を展示、教育普及、資料収集、調査研究の順に紹介します。

１　展示活動
海の博物館では、常設展示、マリタイムシネマの上映、企画展であるマリンサイエンスギャラリ

ーからなる展示活動を通して、来館者のみなさまに房総半島を取り巻く海の自然を紹介しています。

１－１　展示の交換・更新
海の博物館の展示室は、いつも同じではありません。展示の

一部を定期的に交換したり、最新の情報を紹介するコーナーが

あったり、いつ来てもどこかが新しい展示になっています。

盧　ユニット展示、季節展示、自然観察エリアの展示交換

・ユニット展示
「さまざまな海の姿」と

「博物館をとりまく自然」

のコーナーでは、展示品の

一部をユニット方式で交換

しながら展示しています。

本年度は右の4つのタイト

ルのユニットを交換しました。

・季節展示
「博物館をとりまく自然」のコーナーで

は、それぞれの季節に博物館の周辺で実際

に見られる生きものを紹介するために、季

節にあわせて植物や昆虫の展示を交換して

います。また、それぞれの季節のトピック

スも紹介しています。

・自然観察エリア
当館では目の前

の磯と鵜原理想郷

を自然観察エリア

として、みなさま

が自ら自然観察を

行うことを推奨し

ています。自然観

察エリアのようす

は、研究員が定期

的に調査し、その

情報を展示室内の

ホワイトボードで

紹介しています。

－ 11 －

（マリタイムシネマ、マリン 
　サイエンスギャラリー会場） ③④ 

② 

季節展示 

自然観察エリア 

① 

平成14年度の活動記録

展示室平面図

展示の交換作業

ハマカンゾウハマダイコン

アオダイショウ ヤブツバキ

夏のトピックス
「博物館のまわりのセミのぬけがら」

交換前のタイトル　　 →　交換後のタイトル（交換日）
① 魚の子育て　　　　→　館山海底谷（平成14 年７/５）
② 北限の植物　　　　→　海辺のアジサイ･山のアジサイ（平成14年５/31）
③ わが家は他人　　　→　貝の舌の不思議（平成14年９/６）
④ 巻貝にはえる海藻　→　ペンキのような海藻（平成14年９/11）

理想郷ホワイトボードの主な更新記録
平成14年
４/３ クロマツの花、ウラシマソウなど
４/19 ハマエンドウ、トベラの花など
５/２ マルバウツギ、ユキノシタなど
５/17 ガマズミ、ハマボッスなど
５/31 ヒメヒオウギズイセン、ヤマユリなど
６/14 ガクアジサイ、ネジバナなど
７/２ カイコウズ、ボタンボウフウなど
７/28 スカシユリ、カワラナデシコなど
８/16 ハマカンゾウ、ノシランなど
９/４ ツリガネニンジン、センニンソウなど
９/18 ヒガンバナ、ツルボなど
10/４ 台風の被害
11/７ ツワブキ、ヤツデなど
11/27イソギク、ヤマラッキョウなど
12/23サルトリイバラの実、トベラの実など
平成15年
１/18 スイセン、オオバグミの実など
２/９ オオイヌノフグリ、ナズナなど
３/９ ユキノシタ、ノゲシなど



盪 こんなのみたよ！

今年度も、地元の方々や遠方から遊びに来て

くれた人達などから多くの情報が寄せられ、い

ろいろな面白い生きものたちを紹介しました。

たとえば、アケウスやコブカラッパは、磯の観

察エリアでは研究員も見つけたことのなかっ

た、変わった姿のカニです。このコーナーの情

報は次々に更新されていきますが、これまでに

登場したものはファイルに入れてロビーの本棚

の「こんなのみたよ！」ファイルで見ることが

できます。「こんなのみたよ！」はみなさまが

作る展示です。何か面白いものを見つけたら、

ぜひ海の博物館に教えてください。

「こんなのみたよ！」ができるまで

①漁師さんの網に見慣れないものがかかりました。はたま

た、子どもたちが磯遊びをしていて変わったものを見つ

けました。などなど・・・・。

②海の博物館に問い合わせの連絡が入ります。

③正確に回答するため、実物や写真を提供していただくよ

うお願いしています。

④研究員が、その正体を調べて回答し、博物館に記録を残

します。

⑤寄せられた情報をもとに「みたよカード」を作成し、「こ

んなのみたよ！」のコーナーに掲示します。

－ 12 －

平成14年度に紹介した話題

57 エサキモンキツノカメムシ

58 アカグツ

59 オオツノヒラムシ

60 アケウス

61 コブカラッパ

62 モリアオガエル卵

63 ヒラサザエ

64 メジロの巣

65 タイマイ

66 ハスノハカシパン

67 オオシロピンノ （数字は開館時からの通し番号です）

68 クロスジラッパウニ

69 モクズガニ

70 タマミルウミウシ

71 ツメタガイ

72 ノコギリガザミ

73 ニホンリス

74 エチゼンクラゲ

75 ヤシの実

76 ハイイロウミツバメ

77 ガラスカイメンのなかま

子どもたちからの情報の提供

できあがった「みたよカード」

展示こぼれ話① [わりばしで作った魚たち]
四街道市在住の小池正孝さんは、使用済みのわりばしを材料に、寄せ木細

工で魚などの作品を数多く作られています。普段何気なく使い捨てられてい

るわりばしを、生き生きした魚としてよみがえらせている小池さんの作品は、

多くのマスコミ等にも取り上げられ、非常に高い評価を得ています。今年度、

小池さんのご厚意により、その作品の一部を海の博物館で展示しました。わ

りばしで作ったとは思えない精巧な作品は、ご覧頂いた方々に大好評でした。

わりばしで作られたウツボ 展示のようす

小池正孝さん



蘯 こんな研究をやっています

海の博物館の研究員は、それぞれの専門分野に関する調査研

究を行い、その成果を学会や学術雑誌で発表しています。その

ような活動を積極的に行うことにより、研究員個々の知識が深

まり、より充実した展示や教育普及活動が可能になります。し

かし、研究そのものは、一般の方の目にはなかなか触れる機会

がありません。このコーナーでは、その内容を写真や図表など

を使って分かりやすく紹介しています。

盻 トピック展示

トピック展示は、展示室の体験カウンターや受付のカウンターで、目の前の海から採集してき

たばかりの生きものや、小さくて展示室の水槽では見えにくい生きものなどを、小さな水槽やガ

ラス容器に入れて紹介する限られた期間だけの展示です。本年度は、以下の通り17の話題につい

て、紹介しました。夏には、刺されると危険なクラゲ類を多く展示し、海に出られるお客様に注

意を呼びかけました。

コンゴウフグの幼魚

頭とお腹の後ろにとげがあるフグのなかまです。登場し

たのは平成13年の11月で、非常に人気があるためロングラ

ンで、今も展示しています（平成15年3/31現在）。餌をよく

食べ、大きくなったので、水槽も一回り大きな物に交換し

ました。

セノテヅルモヅル

海藻のように見えますが、ウニやヒトデなどと同じ棘皮

動物というグループの一員で、クモヒトデのなかまです。鴨

川での調査の際、採集されました。

－ 13 －

コンゴウフグの幼魚

「ベリルイソギンチャクの繁殖期の推定」

セノテヅルモヅル

平成14年度に紹介した話題

堀江義一 分館長「海の環境問題」（平成14年5/25～7/2）

柳　研介 研究員「ベリルイソギンチャクの繁殖期の推定」

（平成14年7/3～平成15年 2/4）

村田明久 研究員「フジツボの長期調査」（平成15年2/5～3/31展示中）

平成14年度に紹介した話題

ゴバンノアシ（平成13年 11/30～平成14年 4/11）

ヒメツチハンミョウ（平成14年 4/3～4/9）

カツオノエボシ（平成14年 5/5、7/14～7/16、7/19～

7/20、8/8～8/9）

セノテヅルモヅル（平成14年 5/10～5/11）

ウミウシ類（平成14年 5/14～5/22）

ベンケイガニ（平成14年 7/7～10/26）

アカクラゲ（平成14年 7/14）

ギンカクラゲ（平成14年 7/19～7/20、8/8～8/9）

トビウオ類の稚魚（平成14年 7/20）

南の島のヤドカリ（平成14年 10/12～12/25）

エチゼンクラゲ（平成14年 12/18～平成15年 1/5）

ケスジヤドカリ・他（2003/01/02～2003/02/22）

ヒロウミウシ（平成15年 2/20～2/23)                            

メリベウミウシ（平成15年 3/16～3/19）

コンゴウフグ（平成13年 11/3～平成15年 3/31展示中）

ヤドカリとイソギンチャク（平成15年 1/2～3/31展示中）

ウナギのこども（平成15年 3/20～3/31展示中）



展示こぼれ話②[海の博物館の記念スタンプが卒業論文に！]
夏の頃、熱心に展示室を見学している女性がいました。彼女

は信澤智恵さん、千葉工業大学工業デザイン学科の４年生で、

スタンプをテーマに卒業論文を書いているとのことでした。

信澤さんは、200もの博物館の記念スタンプを調べた中で、海

の博物館をモデルケースとして研究を進められ、まったく新し

いタイプのスタンプを提案してくれました。それは、『記念ス

タンプの台紙が手さげバッグになっており、スタンプを押し

た後には、博物館の解説書や解説シートを入れて持ち帰れる』

というものです。

わたしたちは、その奇抜な発想と素敵なデザインに、たい

へん刺激を受けました。

眈 飼育室の展示水槽

飼育室の窓際に設置した水槽では、地元の漁師

さんなどから提供された魚やカニ類、研究員が採

集してきたヒトデ類やサンゴ類などをご覧頂いて

います。

本年度の目玉は、なんと言ってもアミメノコギ

リガザミです。このカニは、11月に市原市五井在

住の相川 照さんから提供していただきました。ア

ミメノコギリガザミは、普通、沖縄島以南のマン

グローブの湿地に生息していますが、相川さんか

ら提供していただいた個体は東京湾で採れたもの

で、資料的価値が高いものです。博物館では、当

初、すぐさま標本にして保管するつもりでしたが、

大きな珍しいカニを皆様に見ていただこうと、飼

育室の水槽で3月末まで展示しました。

１－２　マリンサイエンスギャラリー（企画展示）
マリンサイエンスギャラリーは、海の生きものを深く掘り下げて紹介する当館の企画展示です。

盧 ヤドカリの世界 （2～3ページ参照）

盪 収蔵資料展イッカク－長い牙を持つクジラ－（4ページ参照）

蘯 平成13年度マリンサイエンスギャラリー補記

昨年度のマリンサイエンスギャラリー『クジラを知る』では、海

のほ乳類「クジラ」にスポットをあて、海での生活に適した体のつ

くりやしくみについて、標本や写真で紹介しました。

会　　　期：平成14年２月26日（火）～４月７日（日）

開 催 日 数：36日間

期間入場者：25,860名

－ 14 －

大きなハサミを振りかざすアミメノコギリガザミ

アミメノコギリガザミは気性が荒く、展示水槽の配管
を大きなハサミで壊してしまいました

当館の記念スタンプ

信澤さんの卒業論文と作品

会場のようす



展示こぼれ話澆 [ロビーでマリタイムシネマ上映] 
マリタイムシネマは、海の自然や生きものを紹介する

海の博物館オリジナルの映像で、ふだんは研修室で上映

しています。一方、当館の企画展であるマリンサイエン

スギャラリーも研修室で開催するため、これまで、この

期間中はマリタイムシネマをご覧いただくことができませ

んでした。そこで、ロビーの一角にモニターを設け、マリ

ンサイエンスギャラリーの期間中でもシネマを上映でき

るようにしました。

１－３ 体験学習指導員の活動

盧　展示室の歩き方

「展示室の歩き方」は、体験学習指導員が展示室一周をわかりやす

く案内する展示解説です。今年度は昨年度に引き続き、1日3～6回、

各10分の時間設定で解説を行いました。解説を聞かれた人数を月別に

見ると（下図）、来館者の多い５月や８月に人数も多いことがわかり

ます。一方で、必ずしも来館者の多くない９月や２月にも、解説を希

望されるお客様が多かったことがわかりました。「展示室の歩き方」

は毎日行っていますので、どうぞご参加ください。

盪　海の体験コーナー

「海の体験コーナー」は、展示室の体験カウンターにおい

て、みなさまにさまざまな海にまつわるメニューにチャレン

ジしてもらうコーナーです。これは当日申し込みの行事（希

望者が多いときはその場で抽選）

で、ご案内するのは２名の体験学

習指導員です。今年度は、このコ

ーナーのスタート時からのメニュ

ーである「海藻おしばを作ろう」

に加え、新たに二つの新メニュー

（１ページ参照）が加わりました。

－ 15 －

ロビーでもシネマをご覧いただけます

「海藻おしばを作ろう」

マリンサイエンスギャラリーの解説

展示室の解説

解説を聞かれたお客様の人数（月別）

海の体験コーナー参加状況

海藻おしばを作ろう（４月より）

回数26回　参加者145名　見学者359名

コーラルプリントをしよう（５月より）

回数21回　参加者128名　見学者211名

シラスをしらべよう（７月より）

回数14回　参加者65名　見学者153名

合計

回数61回　参加者338名　見学者723名
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１－４博物館への手紙
「博物館への手紙」は、皆様からのご意見やご要望、海の生きものに関するご質問などをお寄

せいただく窓口で、平成11年12月に設置しました。ご利用方法は、展示ロビーに備え付けてある用

紙に質問事項などを記入し、横の箱に投函するだけです。いただきましたご意見は、これからの博

物館活動の参考にさせていただいています。また、ご質問などについては、連絡先を記入されてい

る方には、個別にお返事を差し上げています。本年度は、738通のお便りをいただき、内訳は、ご

意見・ご感想が682通、質問が15通、その他が41通でした。以下には、その中からいくつかを紹介

します。

盧　ご意見・ご感想
・子供達も大喜びで、とても楽しく勉強になりました。こんな施設が無料だなんて、嬉しく思います。（K.Mさん 男

性）→ 無料については、多くの方々から賞賛と応援のご意見がありました。反面、「有料化すべき」との意見も

ありました。

・とても楽しく過ごせました。女子校で教員をしているのですが、生徒がなかなか海の良さをわかってくれません。

是非つれて来たいと思いました。特にビデオの上映時間が絶妙です。（A. Nさん 男性）

・展示物の整備状況がすばらしく印象的でした。いたみの見られる博物館が多い中きっちりした状況に感動です。

（無記名）

・とてもきれいで、今の時期の展示も手書きで丁寧に記入されていて見易く、興味深く観覧できました。（Y. Nさ

ん 女性）

・海藻や貝が虫眼鏡で見れるとこと、アワビやカニの足がズームで見られよかったです。本物の魚の皮がさわれるの

も。（無記名）

・見たことのない生きものや聞いたことがあるだけで実際には見たことがなかった物が展示してあり、すごかった

です。解説も分かり易くて、また来たいと思いました。標本がとても綺麗でした。（A. Iさん 中学生）→ 解説

を担当する体験学習指導員の名前を挙げてお礼を書いて下さるお客様も多々いらっしゃいます（15ページ参照）。

・自分の知っている魚や知らない魚を見ました。中でも「コンゴウフグ」の幼魚が大きくなり、とてもかわいかっ

たです。（Y. Nさん 小学生）→ 展示記録を更新中です（13ページ参照）。

・たくさんの展示を見て大変勉強になりました。生きものの寿命や食べ物などが説明の中にあるともっと身近なも

のになると思います。見学する順路が少しわかりにくいような気がします。はじめに右回りなのか左回りなのか、

目に付きやすい所に表示がほしいです。（Y.Tさん 女性）→ ロビーの案内板を改修する予定です。

・展示室が小さくて、生きものの展示も少ない。（無記名）→ 当館は、博物館を取り囲む海辺の自然そのものを楽し

んでいただくために造られた施設で、館内の展示だけを見ていただく都市型の博物館や水族館とは趣が異なります。

次回いらした際には、是非、外に出て自然の中で生きものを観察してみてください。

盪 質問
Ｑ．出世魚ブリの名称を教えて下さい。（北海道旭川市の男性から）

Ａ．出世魚とは、成長にしたがって呼び名が代わる魚で、ブリもその一つです。地域によって大きさと呼び方が異なる

場合がありますが、主に関東では、体長が７袍以下のものをモジャコ、15袍前後

のものをワカシ、40袍前後のものをイナダ、50袍前後のものをワラサ、60袍以上

のものをブリと呼んでいます。関西では、関東でイナダという40袍前後のものを

ハマチと呼んでいます。大きさによって呼び名が代わるだけで正式な和名が代わ

るわけではありませんが、水産業では、呼び名で大きさがわかるため非常に便利

です。ブリの他にスズキやボラも大きさによって呼び名が代わる魚です。

Ｑ．展示室に入ってすぐ上にある鳥は実際の大きさですか。（東京都品川区の

女性から）

Ａ．入ってすぐ上、天井から見下ろしている大きな鳥は、コアホウドリとい

います。このコーナーにある動物や植物はすべて本物から作ったはく製

や標本で、実際の大きさも変わりません。

－ 16 －

展示室「房総の海」コーナー

ブリ（ワカシ）



２　教育普及活動
教育普及活動は、各研究員がそれぞれの専門性を生かして、海のすばらしさや生きものの魅力を

皆様に伝える活動です。平成14年度の活動としては、一般の方々を対象とした講座、観察会、フィ

ールドトリップ、バックヤードツアーならびに教員や児童・生徒を対象とした海の環境学習研修会

と野外実習授業を行いました。また、この他に、各種の広報や、刊行物の配布、出張講演なども行

いました。

２－１　講座・観察会・フィールドトリップ
本年度は11回の講座と16回の観察会、23回のフィールドトリップを実施しました（20ページ参照）。

このうち、フィールドトリップについては、新たな試みとして博物館の裏方を見学するバックヤー

ドツアー（６ページ参照）を開始したほか、開催日を土日に集約し、「博物館周辺の生きもの」と

「勝浦の地質と地形」は廃止しました。また、別途、子ども会などの要請に応じて団体を対象とし

たフィールドトリップを7回実施しました。

２－２　海の環境学習研修会・野外実習授業
海の環境学習研修会ならびに野外実習授業は、学校教育において導入された「総合的な学習」

への博物館としての支援プログラムです。

盧海の環境学習研修会 盪野外実習授業

－ 17－

海の環境学習研修会は、先生方を対象に、7

月12日、25日、26日の3回行いました。参加者

は、それぞれ22名、21名、10名でした。内容

は、子どもたちを連れて海辺での活動を計画、

実施する際の留意点や、生きものの観察方法、

生きものの名前の調べ方などで、各回とも講

義と実習を交えての研修を行いました。

野外実習授業は、先生方と当館研究員が共

同で行う校外学習です。本年度は、15校から

申し込みがあり、日程が調整できた11校と共

同開催しました。授業の多くは、当館地先海

岸での海の生きものについての学習でしたが、

何校かは、研究員が申し込み校へ出向いて、

子どもたちの地元の海での授業となりました。

講座「親と子の海の生きもの観察・実験教室」 観察会「流れ藻に付く稚魚の観察会」



２－３　広報
盧　広報

平成14年度は、博物館

の行事予定などを県民だ

よりや各種広報誌などに

おいて紹介した他、他機

関からの要請に応じ、依

頼先に出向いての講演や

海藻おしば作りの指導な

どを行いました（右表）。

盪　ホームページ

海の博物館のホームページには、施設紹介や行事案内、研究活動の内容、収蔵資料などの他、

博物館周辺の自然の様子なども紹介しています。ぜひ一度お立ち寄りください。

海の博物館のホームページ　http://www.chiba-muse.or.jp/UMIHAKU/index.htm

蘯　刊行物

今年度は、「海の生きもの観察ノー

ト滷」（６ページ参照）や、日本財団

の助成を受けてマリンサイエンスギャ

ラリー「ヤドカリの世界」展示図録

（３ページ参照）などを刊行しました。

前者は、「磯の生きもの観察会実施マ

ニュアル（平成12年度刊行）」、「海の

生きもの観察ノート漓磯で見られるエ

ビ・ヤドカリ・カニ（平成13年度刊

行）」とともに残部がありますので、

入手ご希望の方は海の博物館までご連

絡ください。

２－４　参加者の声
海の博物館では、今後の参考とさせていただくために、各種行事の後にアンケートを実施して

います。また、今回は、当館行事を利用しての感想を4名の方に寄稿していただきました。

観察会「水中メガネで海の生きものを観察しよう」に参加して

勝浦市立興津小学校４年　鈴木 康太郎

ぼくは、海で泳いだことはあっても、もぐって海の中をのぞいたことはありませんでした。は

じめて、水中メガネとシュノーケルを使って海の中を見ました。少し暗くて海ソウがゆれていま

した。しずかに見ていると、海ソウの中に小さな魚を見つけることができました。磯では、岩の

下にかくれているウツボを見つけたり、きれいなめずらしい魚と出会いました。泳ぐのも楽しい

けれど、海の中をのぞいて見るのもとてもおもしろかったです。

－ 18 －

・平成14年 4/19～4/21 「旅フェア2002」 場所：幕張メッセ
内容：海藻おしば作りと海の生きものタッチプールの実施　演者：菊地則雄他5名
・平成14年 11/16 「千葉学講座」講演　場所：県立美術館
演題：千葉県のエビ・ヤドカリ・カニ　演者：奥野淳兒
・平成14年 11/17 「鴨川青年の家祭り」 場所：鴨川青年の家
内容：海藻おしば作り体験 演者：菊地則雄、川瀬裕司
・平成15年 2/2 「浦安市郷土博物館主催講演会」 場所：海の博物館
演題：生きものとしてのノリ　演者：菊地則雄
・平成15年 3/21 「八丈ビジターセンター講演会」 場所：東京都八丈ビジターセンター
演題：八丈島のエビ、カニ　演者：奥野淳兒
・平成15年 3/25 「JTBエコジュニアプログラム」 場所：東京湾アクアライン海ほたる
演題：東京湾アクアライン周辺の海　演者：川瀬裕司

刊行物一覧
・展示解説シート18 館山海底谷－海底地形と生きものたち

・ワークシート12 たてやまかいていこくの生きもの

・マリンサイエンスギャラリー「ヤドカリの世界」関連

ポスター、リーフレット、展示図録、展示解説シート「1 ヤド

カリはどんな生きもの？」、「2 ヤドカリのオスとメス」、「3 ヤ

ドカリとイソギンチャクはなかよし」、「4 貝殻に入らないヤド

カリ－カンザシヤドカリの風変わりな生活」、「5 貝殻をめぐる

ヤドカリのけんか」、「交尾前ガーディング」、ワークシート「し

おだまりのヤドカリ」

・収蔵資料展「イッカク－長い牙を持つクジラ－」関連

リーフレット、展示解説シート「イッカクの骨」、ワークシート

「イッカクの骨を調べてみよう」

・海の生きもの観察ノート②「海藻を観察しよう」



講座「親子で魚拓を作ってみよう」に参加して

千葉大学教育学部附属小学校４年　松下芳之

僕は、夏休みにお父さんとこの講座に参加して、初めて魚拓を作りました。使った魚はチダ
イとブリです。作り方は新聞紙の上に魚を置き、うすい墨、こい墨を順番にぬっていく。こい
墨は魚の色のこい部分にぬる。その上に半紙をのせ、手でする。形がとれたら最後に目を入れ
て、まるで生きているような魚拓の完成！ 全部で11枚刷りました。とっても楽しくて、今度は
自分で釣った魚でやってみたいと思います。

「海の環境学習研修会」に参加して

千葉県立長狭高等学校 教員　渡邉 雅之

生物担当の教員という立場から、授業実践
の参考になればと思い参加した。

実習では「基礎編」の磯観察と、「応用編」
の生態分布調査を行った。同じフィールドで
あっても、内容を変えることによって生徒の
多様な適正に合った実習が可能であることが
実感でき、また、調査のまとめでは考察する
ことの難しさが生徒の立場になって知ること
ができた。

有意義な研修の提供に感謝します。

「野外実習授業」を利用して

目黒区立興津健康学園 教員　岡田 信之

興津の磯で行う「磯観察」は、本学園にな
くてはならない行事です。生き物と仲良くな
るには、直にふれあうのが一番！見たことも
ないような不思議な動物たちにふれ、博物館
の方々に丁寧に説明していただくことで、子
供たちは今までの何十倍も生き物と仲良くな
れます。そして、生き物たちを大切にしよう
という強い気持ちを子供たちに持たせます。
これが本当の環境教育だと、私は思っていま
す。

－ 19 －

アンケート結果
平成14年度に行ったアンケートを行

事別に集計したところ、左図のような
結果になりました。

参加された方のお住まいを見てみる
と、市内を含め県内からいらした方が
6割以上を占めています。

年齢は、10歳未満の児童から60歳以
上の高齢者まで幅広い年齢層の方に参
加していただいていることがわかりま
す。

事前申込み制になっている講座と観
察会では３分の１強の方が２回目以上
のリピーターであることがわかりま
す。フィールドトリップ・バックヤー
ドツアーで初めて参加する方が８割を
超えるのは、当日参加申し込みである
ことと関係があるようです。

行事の内容については、大半の方が
解りやすく、参加して良かったと答え
ており、満足していただけたのではな
いかと考えています。

今後とも、みなさまからいただいた
ご意見を参考に、安全に配慮しつつ、
よりよい行事の提供を目指して行きた
いと思います。
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２－５　実施結果一覧
盧　講座

－ 20 －

実施日　 タイトル　 講　師　参加者　 内容

平成14年14/28 親子で磯の生きものを観察しよう1 川瀬裕司 17名 磯で採集した生きものを家族単位で観察しました。

平成14年15/12 ウミウシを調べよう 立川浩之 18名 観察会で採集したウミウシを顕微鏡で観察しました。

平成14年15/26 親子で磯の生きものを観察しよう2 村田明久 17名 親子で磯の生きものを観察しました。

平成14年17/16 海辺の野鳥 桑原和之 4名 スライドを使用して海辺の野鳥を紹介しました。

平成14年17/17 海鳥 桑原和之 11名 スライドを使用して海鳥を紹介しました。

平成14年18/12 親子海藻おしば教室１ 菊地則雄 4名 親子で海藻おしば作りを体験しました。

平成14年18/12 親子海藻おしば教室２ 菊地則雄 13名 親子で海藻おしば作りを体験しました。

平成14年18/13 海藻おしばを作ろう 菊地則雄 10名 海藻おしば作りを通して海藻について学びました。

平成14年18/14 親子で魚拓をつくろう 乃一哲久 13名 親子で共同して魚拓を作りました。

平成14年18/11 親子海の生きもの観察・実験教室 高山順子 14名 イソクズガニのカモフラージュ実験などをしました。

平成14年11/10 クジラの雑学講座 藍澤正宏 8名 クジラのヒゲや歯を観察し餌の取り方を紹介しました。

平成14年12/16 深海の生きものたち 柳　研介 7名 深海生物を標本やスライドで紹介しました。

実施日　 タイトル　 講　師　参加者　 内容

平成14年14/28 親子で磯の生きものを探そう1 川瀬裕司 21名 家族単位で磯の生きものを探しました。

平成14年14/29 春の植物 田中助夫 6名 鵜原理想郷で春に見られる植物を観察しました。

平成14年15/12 ウミウシを探そう 立川浩之 18名 博物館地先の磯でウミウシを観察、採集しました。

平成14年15/18 鵜原理想郷周辺の地層 高橋直樹 6名 鵜原理想郷周辺で見られる地層を観察しました。

平成14年15/26 親子で磯の生きものを探そう2 村田明久 17名 親子で磯の生きものを探しました。

平成14年17/17 船に乗って海鳥を観察しよう1 桑原和之 10名 漁船に乗って勝浦沖で見られる海鳥を観察しました。

平成14年17/13 勝浦のエビ・カニ・ヤドカリ 奥野淳兒 19名 博物館地先の磯でエビやカニなどを観察しました。

平成14年17/21 流れ藻に付く稚魚の観察会 乃一哲久 10名 漁船に乗って海面を漂う流れ藻と稚魚を観察しました。

平成14年17/27 水中メガネで海の生きものを観察しよう 柳　研介 25名 使い方の練習後、海の生きものを観察しました。

平成14年17/28 干潟へ行こう 高山順子 22名 夷隅川河口の干潟で生きものを観察しました。

平成14年18/10 親子で磯の小魚を探そう 藍澤正宏 15名 流れ藻についた稚魚を観察することができました。

平成14年18/24 船に乗って海鳥を観察しよう2 桑原和之 7名 漁船に乗って勝浦沖で見られる海鳥を観察しました。

平成14年18/25 夏の植物 田中助夫 8名 鵜原理想郷で夏に見られる植物を観察しました。

平成14年11/14 秋の植物 田中助夫 11名 鵜原理想郷で秋に見られる植物を観察しました。

平成15年12/19 冬の植物 野口昭造 5名 鵜原理想郷で冬に見られる植物を観察しました。

平成15年13/23 食べられる海藻を探そう 菊地則雄 18名 勝浦の磯で食用になる海藻を観察しました。

実施日 講　師 参加者

平成14年14/14 菊地則雄 13名

平成14年14/27 川瀬裕司 6名

平成14年14/27 川瀬裕司 5名

平成14年15/13 奥野淳兒 18名

平成14年15/12 乃一哲久 13名

平成14年16/11 立川浩之 6名

平成14年16/15 高山順子 16名

平成14年17/14 村田明久 15名

平成14年17/27 立川浩之 18名

平成14年18/19 奥野淳兒 16名

平成14年18/10 柳　研介 18名

平成14年18/10 柳　研介 15名

平成14年18/22 川瀬裕司 4名

平成14年18/22 川瀬裕司 3名

平成14年18/24 藍澤正宏 17名

平成14年19/22 藍澤正宏 21名

平成14年10/16 村田明久 4名

平成15年13/19 菊地則雄 18名

平成15年13/22 菊地則雄 13名

平成14年15/15 乃一哲久 14名

平成14年18/18 村田明久 13名

平成14年11/13 藍澤正宏 16名

平成15年13/29 川瀬裕司 17名

磯の生きものの観察

バックヤードツアー

＊平成14年5/11、6/30、9/8は荒天中止

蘯　フィールドトリップ

盪　観察会



３ 資料収集活動

海の博物館では、房総半島を中心とした海の自然に関する資料を収集しています。これらの資料

には、動植物の標本や写真・映像のほか、生態調査の記録などがあります。資料収集は、磯採集や

打ち上げ採集、スキューバダイビング、漁業混獲物調査をはじめさまざまな方法で行われます。収

集した資料は体系的に整理され、展示や教育普及活動、研究などに活用されるとともに、海の自然

を記録した基礎資料として保存されます。

３－１　収集資料の紹介
盧 今年度収集した資料から　－魚類－

今年度は、勝浦、鴨川、館山、伊豆大島などで調査を行い、2,540点、約200種の魚類を採集、

登録することができました。以下では、その中から、興味深いものをいくつか紹介します。

ホシキカイウツボ（漓）を伊豆大島より16個体採集しました。このウツボは成長しても40㎝程

度の小型のウツボで、全国的にも採集例の少ない魚種です。ヤミクモハゼ（滷）は、波左間漁港

で採れ、千葉県では初めての記録です。鴨川の潜水調査で採集されたマスダオコゼ（澆）は採集

例が非常に少なく、国内の博物館に保管されている標本も10点にも満たない希種です。これも千

葉県からは初めての記録となりました。クロイシモチ（潺）は勝浦市鵜原在住の漁師さんが漁獲

したものです。本種は、内湾の砂泥底に生息するテンジクダイの仲間で、外海の外房域では稀な

種類です。アカイサキ（潸）とシキシマハナダイ（澁）は館山湾で釣獲されたものです。刺し網

などで捕れたものと違い、非常にきれいな状態で標本にすることができました。

－ 21 －

海綿動物　　 187
刺胞動物　 3,206
環形動物　 1,915
貝類　 2,265
甲殻類　 1,168

棘皮動物　 1,067
その他の無脊椎動物 362
魚類　 5,398
藻類　　 4,788
種子植物　　 47

写真資料　 2,446
動画資料　 920
図書資料　 1,145

盪　資料登録点数一覧 （平成14年度末現在）

①ホシキカイウツボ（CMNH-ZF4193)

④クロイシモチ（CMNH-ZF5274） ⑤アカイサキ（CMNH-ZF5104） ⑥シキシマハナダイ（CMNH-ZF4928）

②ヤミクモハゼ（CMNH-ZF4670） ③マスダオコゼ（CMNH-ZF4692）



３－２　資料の受入および貸出
盧　資料の受入

本年度も、地元勝浦市の漁師さんをはじめ、多くの方々からいろいろな種類の生きものを資

料として提供していただきました。その内訳は、魚類が約80点、無脊椎動物が約50点でした。

これらの中には、房総半島初記録としてマスコミで話題となったエチゼンクラゲ（７ページ参

照）のように貴重な記録となったものも少なくありません。ここでは、これらの中から２種類

を取り上げて紹介します。

－ 22 －

ダイバーからの資料の提供

当館には、時折、ダイバーから名前を調べ

るための標本が送られてきます。2001年、沖

縄県久米島在住の川本剛志さんから提供され

た標本中に、異尾類コシオリエビ科の新種と

日本新記録種の標本が含まれていました。国

立科学博物館の大澤正幸博士との共同研究の

もと、学術雑誌（国立科学博物館研究報告A

類（動物学）第28巻3号）にこれらの種に関

する論文を発表しました。新種となったコシ

オリエビの一種には、川

本さんへ敬意を表して、

Munida kawamotoi とい

う名前をつけました。

当館には、このように

ダイバーから送られてき

た数々の貴重な標本が集

まってきています。

漁業者からの資料の提供

勝浦市鵜原の吉野義一さんから、イセエビ

を捕るための刺網にかかったクロスジラッパ

ウニTaxopneustes elegansを提供していただ

きました。よく似た種に、房総半島でもふつ

うに見られるラッパウニがありますが、本種

はトゲの先端近くにはっきりした黒い帯があ

るのが特徴です。「ラッパウニ」という名は、

ふつうのトゲの他に先端がラッパ状に開閉す

る叉棘（さきょく）と呼ばれる特殊な形のトゲ

を持っていることに由来しますが、本種の叉

棘はラッパウニほどは目立ちません。これま

でに相模湾以南

から報告されて

おり、房総半島

からは初めての

記録になると思

われます。

盪　資料の貸し出し

本年度は、イッカクの全身骨格標本（雄）ほか2点を群馬県立自然史博物館に貸し出しまし

た。搬出作業は休館日の2月17日に行われ、途中での破損がないように厳重に梱包作業が行わ

れた後に、美術品輸送専用のトラックで数時間をかけて群馬県富岡市の同館へ到着しました。

同館では、3月15日から開催の企画展「ツノ出せ、ツメ出せ、キバを出せ」でこれらの標本が

展示されました。

肋骨や脊椎骨は大きな木箱に
収容します

細かい部分の多い頭骨は特に慎重に梱包
します

梱包の終わった木箱をトラックに積み込
みます



４　調査研究活動

自然の中には、私たちの知らないことがたくさん隠されています。私たちの身近にある海もその

例外ではありません。海の博物館では、房総半島を中心とした海や海岸の自然に関する調査研究を、

研究員が分担して同じテーマに取り組む「総合分野」と、各研究員が独自のテーマに取り組む「詳

細分野」の２つの分野から進めています。研究の成果は、展示や教育普及活動を通した情報提供に

活かされています。

４－１　総合分野
海の博物館では、房総半島の海の生きものについて総合的な理解を深めるため、勝浦を中心とした

県内各地に生息する生物の調査や、博物館の近くの海岸で継続的な定点調査などを行っています。

盧　県内各地に生息する生物の調査

平成14年度は、魚類、無脊椎動物、藻類の各グ

ループについて、特に黒潮の影響にある海域を中

心とした南房総各地において、定置網などによる

漁業混獲物の収集、スキューバダイビングによる

観察と収集、潮間帯での観察と収集などを行いま

した。調査によって得られた生きものは、詳しく

形を観察し、可能な限り種類を判別しました。ま

た、博物館の登録資料として保存するための標本

作りや、写真の撮影等を併せて行いました。これ

らの標本や写真資料は、調査結果の「証拠」とし

て非常に重要です。海の博物館では、これらの貴

重な資料を後世に引き継げるように管理と保管を

行っています。

平成12年度から行っている南房総を中心とした

黒潮影響域に生息する生物の調査は、平成15年度

末までの予定で継続中です。この間の調査によっ

て、これまで房総半島で記録のなかった種類や、

新種も発見されました。これらの結果は、随時、

学術成果として専門誌などに公表してきました。

平成15～16年度には、それらを総括してみなさま

にも公表する予定です。

盪　海の博物館地先における定点調査

平成13年4月から毎月、海の博物館地先の磯に設けた定点において、どのような生きものが

出現するかを継続的に観察・記録しています。このような調査をモニタリングといい、これは、

海の生きものの短期的な増減だけでなく、長期的な変化をも捉えるためにも非常に重要です。

４－２　詳細分野
海の博物館の各研究員は、それぞれが海の生きものについての特定の分野を専門としています。

このような専門を生かし、独自のテーマを深く掘り下げて研究するのが「詳細分野」の研究です。

内容については、８～10ページのスタッフ紹介を参照してください。
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調査は重装備です。時には、早朝から深夜にまで
およぶ作業もあり、まさに体力勝負です

生物の種類によっては、種の判別作業に高い専門性が
要求され、かなりの時間がかかる場合があります



４－３　外来研究員・共同研究
盧　外来研究員 盪　共同研究一覧

海の博物館では、外来研究員の受入を行っています。

平成14年度は、科学技術振興事業団研究員の堀 成夫博

士が定期的に来館し、トウガタガイ類について各種の

調査や研究を行いました。

トウガタガイ類は、殻の長さが数mm程度の小さな

巻き貝で、成長と共に殻の形が変化します。堀博士は、

このメカニズムについて研究するため、当館では、殻

の形が変化しつつある幼生の採集、走査型電子顕微鏡

による殻の形の観察を行いました。また、貝殻を作る

部分にどのような変

化が起こるかを詳し

く調べるために、そ

の部分を薄くスライ

スした組織切片標本

の作製も行いました。

４－４　研究成果の公表
盧　新たに報告された種から

本年度の研究成果のなかで、いくつかの種類の生きものについて、新種の発表や新たな生息

地の報告が行われました。ここでは、これらのうちから2種をご紹介します。
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当館研究員が他機関と共同で行った調査、研究

独立行政法人国立科学博物館共同研究

外部委員： 奥野淳兒・柳　研介

文部科学省共同利用研究

東京大学海洋研究所調査船淡青丸：柳　研介

東京大学海洋研究所外来研究員：柳　研介

東京大学海洋研究所大槌臨海研究センター：

柳　研介・立川浩之

ナデシコカクレエビ Periclimenes sarasvati  
このエビは、琉球列島のサンゴ類に共生

する種類で、当館研究員の奥野淳兒によっ
て、学術雑誌（国立科学博物館研究報告A類

（動物学）第28巻3号）に新種として発表され
ました。沖縄在住のダイバーからこのエビ
の最初の標本が届けられたのは、博物館が
オープンする前の設置準備班の時でした。
当時調べたのはわずか1個体だけでしたの
で、もう少し調査個体数が増えるまで新種
として発表することをひかえていました。
その後、計5個体を調査することができ、よ
く似た種との違いがいくつも見つかりまし
た。そして今回、ようやく新種として発表
するに到りました。

パンダスイクチムシ Myzostoma lobatum
スイクチムシ類は、ウミシダなどの棘皮

動物に寄生している小さな生きものです。
広い意味のゴカイの仲間（多毛綱）とされ
ていますが、寄生生活のために体の構造が
特殊化し、ふつう体は扁平な円盤状です。
本種は、これまで日本では京都府の日本海
沿岸から知られているだけでしたが、今回
館山市で採集したシモフリウミシダに寄生
しているのが見つかりました。最大のもの
でも体長1cm足らずで、スイクチムシ類とし
ては珍しく、体の左右に2対のヒレ状の突起
があるのが特徴です。これまでこの種には
和名がありませんでしたが、暗褐色とクリ
ーム色の色彩が特徴的であることから、当

館研究員立川浩之
らによってパンダ
スイクチムシとい
う新称が付けら
れ、南紀生物第44
巻2号に発表され
ました。

組織切片標本を作製する堀博士
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利用状況
海の博物館では、来館者入口の天井に取り付けた自動計測システムによって入場者数を計数して

います。また、事前に提出していただいている団体見学申込票や、受付で記載していただいてい

る団体名簿によって団体でのご利用を確認しています。それらを集計した本年度の当館の利用状

況は下表の通りで、入場者数は、昨年度よりも15,136人増加しました。

臨時開館・休館
千葉県の県立博物館は、毎週月曜日（休日の場合

はその翌日）と年末年始を定期休館日としています。

これまで、海の博物館では、利用者が集中するゴー

ルデンウイークならびに夏休み期間中の定期休館日

を臨時に開館してきましたが、本年度は新たに年始

にも臨時開館日を設けました。

施設のメンテナンス作業などのため、10月８～９

日と１月21～23日の５日間を臨時休館日としました。

また、台風が接近した10月１日には、午後3時より臨

時閉館としました。

防災避難訓練
海の博物館では、毎年、空気が乾燥し火災が多発

する冬季に防災避難訓練を実施しています。

本年度は、職員の防災意識の向上を目指し、５月

23日と２月26日の２回、防災避難訓連を実施しまし

た。見学中の方々には、ご迷惑をお掛けしましたが、

快くご協力していただき、感謝しております。

台風被害
当館は海の近くに建っているため、台風接近の情報が入ると、その都度、職員が風波被害への備

えを行っています。幸い、平成10年度末の開館以来、これまでの3年間は大きな被害はありません

でしたが、14年10月1日の台風21号の接近では、屋外に展示してあるツチクジラの骨格標本が一部

破損する被害がありました。しかし、翌日早朝より職員総出で復旧作業を行い、みなさまの見学

には支障をきたしませんでした。
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事務室より

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 累計

開館日数（日数） 26 27 26 28 29 25 25 26 21 23 24 26 306

入場者数（人数） 17,788 22,602 12,306 18,799 47,791 16,308 14,332 16,477 8,934 16,410 14,170 23,833 229,804

一般団体（件数） 7 5 6 7 8 5 12 14 7 4 7 3 85

学校団体（件数） 0 14 13 3 0 2 3 3 2 1 1 1 43

団体場定者（件数） 366 1,223 1,346 504 305 338 889 676 369 247 250 355 6,868

臨時開館日　 入場者数

平成14年 4/30 1,022 名

平成14年 7/22 712 名

平成14年 7/29 904 名

平成14年 8/ 5 1,368 名

平成14年 8/12 2,037 名

平成15年 1/ 2 2,740 名

平成15年 1/ 3 2,710 名

平成15年 1/ 4 1,001 名

合計　 12,494 名
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入場者アンケート
海の博物館の利用者層や感想などを把握するために、平成14年８月12～13日に、展示室において

アンケート調査を実施しました。458名の方々に答えていただき、集計結果は以下の通りとなりま

した。ご協力、ありがとうございました。

アンケートの結果をみると、夏休み期間中ということもあり、目的は観光、同伴者は家族、交通

機関は自家用車という方が大半を占めていました。また、県外からのお客様が多く、当館を繰り返

し利用されているお客様は約20％でした。そのためか、展示に関する質問では、千葉県の特色ある

海を紹介した「さまざまな海の姿」のコーナーが最も人気があったようです。

集計できる設問とは別に、自由記述の項において、多くの貴重な意見をいただきました。そちら

の内容は、16ページの「博物館への手紙」とも重複しますので、ここでは省略させて頂きますが、

みなさまからいただいた意見に素直に耳を傾け、改善できることは改善し、今後、ますます充実し

た博物館を目指して、職員一同努力していきます。

どこから来ましたか？

当館を知ったのは？

性別は？

交通機関は？ 目的は？

面白かった展示コーナーは？

だれと来ましたか？

当館を利用するのは？

年齢は？

市内1％ 

県内34％ 

県外65％ 

自家用車92％ 

駅から徒歩2％ 

駅から 
タクシー2％ 

駅からバス2％ 
その他2％ 

他の目的の 
ついでに 
36％ 

観光 
27％ 

展示見学 
26％ 

勉強6％ 
娯楽5％ 

ポスター等 
23％ 

雑誌等 
21％ 

人からの 
紹介14％ インター 

ネット6％ 

県の広報 
3％ 

その他 
33％ 

はじめて84％ 

数年に１回 
10％ 

年に数回6％ 

さまざまな 
海の姿25％ 

房総の海 
23％ 

海と遊ぼう 
23％ 

博物館を 
とりまく 
自然17％ 

マリタイム 
シネマ12％ 

その他5％ 

女57％ 男43％ 

小学生 
28％ 

中学生 
8％ 

高校生2％ 

大学生1％ 

20ｰ40才 
27％ 

40ｰ60才 
24％ 

60才以上10％ 

家族89％ 

友人7％ 
その他4％ 
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平成15年４月20日（日）

平成15年４月27日（日）

平成15年５月17日（土）

平成15年６月１日（日）

平成15年６月15日（日）

平成15年６月22日（日）

平成15年７月13日（日）

平成15年７月20日（日）

平成15年７月27日（日）

平成15年７月30日（水）

平成15年８月23日（土）

平成15年８月30日（土）

平成15年11月９日（日）

平成16年１月25日（日）

平成16年２月８日（日）

平成16年３月27日（土）

11:00-13:00

10:00-15:00

10:30-12:30

10:00-12:00

10:00-15:00

10:00-12:00

19:00-11:00

10:00-12:00

19:30-12:30

10:00-12:00

10:00-15:00

10:30-12:30

10:00-15:00

10:00-12:00

10:00-15:00

13:00-15:30

20名

35名

20名

20名

20名

09名

20名

05名

20名

20名

35名

20名

35名

09名

35名

20名

実　　施　　日 時　　間 タイトル 内　　　　　容 対　　　象 定員

平成15年度の行事予定

親子で磯の生きもの
を探そう入門編

親子でよく見られる磯の生きものを観察し
ます。 小学生と保護者

中学生以上

小学４年生以上
（小学生は保護者同伴）

小学生と保護者

小学4年生以上
（小学生は保護者同伴）

中学生以上

高校生以上

一般

小学生と保護者

小学生と保護者

中学生以上

小学生と保護者

鵜原理想郷で春に見られる植物を観察しま
す。

博物館前の磯でウミウシを観察します。

親子で磯の生きものを探します。

鵜原理想郷周辺で見られる地層を観察しま
す。

勝浦の海上で見られる野鳥を観察します。

博物館前の磯でエビやカニを観察します。

船に乗って流れ藻に付く稚魚を観察しま
す。

水中メガネで海の生きものを観察します。

親子で磯の生きものを探します。

鵜原理想郷で夏に見られる植物を観察しま
す。

博物館前の磯で小魚を観察します。

春の植物

ウミウシを探そう

親子で磯の生きもの
を探そう1

鵜原理想郷周辺の地
層

船に乗って海鳥を観
察しよう1

勝浦のエビ・カニ・
ヤドカリ

流れ藻に付く稚魚を
観察しよう

水中メガネで海中の生
きものを観察しよう

親子で磯の生きもの
を探そう2

夏の植物

親子で磯の小魚を探
そう

中学生以上鵜原理想郷で秋に見られる植物を観察しま
す。秋の植物

中学生以上勝浦の海上で見られる野鳥を観察します。船に乗って海鳥を観
察しよう2

中学生以上鵜原理想郷で冬に見られる植物を観察しま
す。冬の植物

一般食用となる海藻を観察し、それらと漁業や
食文化との関連を紹介します。

食べられる海藻を探
そう

平成15年４月６日（日）

平成15年５月３日（土）

平成15年５月17日（土）

平成15年６月１日（日）

平成15年６月８日（日）

平成15年６月22日（日）

平成15年７月30日（水）

平成15年11月16日（日）

平成15年12月６日（土）

平成15年12月６日（土）

平成16年１月18日（日）

平成16年１月25日（日）

10:30-15:00

10:30-15:00

13:30-15:30

13:00-15:00

13:00-15:00

13:30-15:00

13:00-15:00

13:00-15:00

10:00-12:00

13:00-15:00

13:00-16:00

13:30-15:00

15名

15名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

15名

20名

20名

20名

実　　施　　日 時　　間 タイトル 内　　　　　容 対　　　象 定員
顕微鏡で海藻を観察
しよう

磯で採集した海藻の体のつくりを顕微鏡を
使って観察します。 高校生以上

小学生以上
（小学生は保護者同伴）

小学4年生以上
（小学生は保護者同伴）

小学生と保護者

小学生と保護者

中学生以上

小学生以上
（小学生は保護者同伴）

中学生以上

高校生以上

高校生以上

中学生以上

中学生以上

磯で採集した海藻のおしばつくりを体験し
ながら海藻について学びます。

博物館前の磯で採集したウミウシを顕微鏡
で観察します。

博物館前の磯で採集した生きものを調べま
す。

親子で魚拓作りにチャレンジします。

勝浦の周辺で見られる野鳥を紹介します。

磯の生きものを使って観察と実験を行いま
す。

子育てをする魚をビデオを交えて紹介しま
す。

ダイバーに人気のあるエビやカニを題材と
した講座です。

クジラ類の特徴や形態を標本を用いて紹介
します。

深海の生きものを標本とスライドで紹介し
ます。

勝浦で見られる海鳥を紹介します。

海藻おしばを作ろう

ウミウシを調べよう

親子で磯の生きもの
を観察しよう1

親子で魚拓を作ろう

海辺の野鳥

親子で磯の生きもの
を観察しよう2

子育てする魚

ダイバーのためのエ
ビ・カニ講座

クジラの雑学講座

深海の生きもの

海鳥

講　座

観察会
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マリンサイエンスギャラリー
子 育 て す る 魚
－自分の子どもを残すための巧みな工夫－

平成15年11月1日（土）～平成16年1月7日（水）

みなさんは子育てをする魚がいることをご存知ですか？

岩の上に産み付けられた卵にヒレで新鮮な水を送って世話

をする魚、産み落とされた卵を口の中にくわえて外敵から

守る魚、子どもが大きくなるまでお腹の中で育てる魚など

いろいろな子育てが知られています。中には“他人”の子どもを育てる魚や、自分の子どもを食べ

てしまう魚もいます。子育ての役割分担もさまざまで、両親が行う場合もあれば雌雄のいずれかの

親だけが行う場合もあります。今回の展示では、魚が自分の子どもを残すためにあみ出した巧みな

子育てを、最近の研究結果を交えてさまざまな観点から紹介します。

海の環境学習研修会
海辺での校外学習を計画、担当されている先生方のための研修会です。平成15年度は、7月11日

（基礎編、千葉県総合教育センターとの共催）、7月31日（基礎編）、8月1日（応用編）に行います。

定員は各回ともに20名で、申込締切は6月14日です。

野外実習授業
博物館（研究員）と学校（教員）が共同で行う海辺での校外学習です。海の生きものを専門とす

る研究員が先生方のサポートを行い、安全にも配慮しつつ、子供達が海の生きものや自然に親しむ

機会を提供します。申込締切は、実施日にかかわらず、4月19日です。

フィールドトリップ
磯の生きものの観察を行います。（定員各15名）

海の体験コーナー
海の生きものに関する簡単な実習を

行います。11時と13時半からの2回の

開催です。（定員各6名）
平成15年

04月05日（土）11:30-12:30

04月06日（日）11:00-12:00

04月19日（土）11:00-12:00

05月04日（日）11:30-12:30

05月05日（月）11:00-12:00

05月05日（月）13:00-14:00

05月17日（土）11:00-12:00

05月18日（日）11:00-12:00

05月31日（土）10:00-11:00

06月14日（土）10:00-11:00

06月15日（日）11:00-12:00

06月29日（日）10:00-11:00

平成15年
04月13日（日）27日（日）26日（土）
05月11日（日）25日（日）26日（土）
06月08日（日）22日（日）26日（土）
07月06日（日）20日（日）26日（土）
07月31日（木）
08月03日（日）09日（土）14日（木）
08月17日（日）23日（土）28日（木）
08月31日（日）
09月14日（日）20日（土）28日（日）
10月12日（日）18日（日）26日（日）
11月09日（日）15日（土）23日（日）
12月07日（日）13日（土）21日（日）
平成16年
01月10日（土）18日（日）25日（日）
02月01日（日）15日（日）29日（日）
03月14日（日）28日（日）26日（土）

07月05日（土）14:00-15:00

07月13日（日）10:00-11:00

08月12日（火）10:00-10:30

08月12日（火）10:45-11:15

08月13日（水）10:30-11:00

08月13日（水）11:15-11:45

08月30日（土）11:00-12:00

09月27日（土）11:00-12:00 

平成16年

03月13日（土）14:00-15:00

03月21日（日）10:30-11:30

03月28日（日）14:00-15:00

バックヤードツアー
博物館の裏方を見学します。（定員各15名）

平成15年

10月25日（土）13:00-13:30

平成16年

01月11日（日）13:00-13:30

02月22日（日）13:00-13:30

03月20日（土）13:00-13:30

卵の世話をするアミメハギのメス



本年度は22万9千人の方々をお迎えする事がで
きました。この夏には開館以来100万人目の来館
者をお迎えできる予定です。今後とも地道な調
査・研究、資料収集を基に、斬新な展示や教育普
及活動を展開し多くの方々の海に対する興味に応
えていきたいと考えています。 （堀江）

オープンして間もない海の博物館に来て3年がた
ちました。これからも、ますます充実した博物館
になっていくことを願っています。 （北田）

初めての博物館勤務。解らない専門用語の雨霰、
何事もドキドキしながらの一年でした。この緊張
感を維持しながら今後の博物館勤務に生かして行
きたいと思っています。めざせ100万人！（近藤）

かわいい猫と美しい海を見ながら通勤して早二
年。色々な面で新鮮な空気を一杯吸って来年も頑
張ります。 （三平）

今年は、魚類標本の登録点数が5,000点を超えま
した。写真資料も少しずつですが増えています。
まだ標本のない魚もたくさんあり、来年はヤリマ
ンボウを採集したいです。 （藍澤）

今回の「いそっぴ通信」、いかがだったでしょう
か？ 今号は、私が企画・編集を担当しました。博
物館に務めて9年になりますが、まだまだ担当した
ことのない仕事はあるものです。 （乃一）

平成15年度に開催する企画展の準備が始まり、
忙しい日々が続いています。みなさんに楽しんで
いただける展示にしたいと思います。 （川瀬）

海の近くにいても、無理して時間を作らないと
なかなかフィールドには出られません。来年度こ
そは海の生きものの写真をたくさん撮ります。

（立川）

海辺の生きものを観察したりする時間が、日常
であり得る平和な世界になりますように。（高山）

総合的な学習の時間で海藻を取り上げた学校か
ら質問などがありましたが、こども向けの参考図
書はほとんどなく、回答には苦労しました。こど
もに、より海藻を知ってもらうための工夫が、今
後の課題です。 （菊地）

今年度の仕事と言えば、企画展の担当となった
こと、これに尽きます。ヤドカリの魅力をどうや
って皆さんに伝えていくか。試行錯誤の繰り返し
でしたが、充実した時間を過ごすことができました。

（奥野）

入館者の増加に伴い各種の要望も増えてきまし
た。ご期待に添えるよう今後も精進していきたい
と思います。 （柳）

今年度はイッカク展が開催されるなど、展示の
仕事に追われて慌ただしく1年が過ぎ去ってしまい
ました。うーむ。 （村田）

体験コーナーのメニューが増えました。が、高
梨指導員が開発したコーラルプリントにシラスは
おされ気味。来年度は巻き返します。 （高橋）

全く知らない人にでも「こんにちは！」と言い
たくなる時があります。仕事で身に付いた癖だと
思われます。 （高梨）

職員からの一言

職員の異動
平成14年４月１日

近藤佳純（副主査）転入

（千葉県教育庁夷隅地方出張所）

平成15年３月31日

北田美枝（主査）転出

（千葉県立岬高等学校）

平成14年度　千葉県立中央博物館分館海の博物館ニュースレター「いそっぴ通信」No.4 平成15年3月31日発行

編集発行　千葉県立中央博物館分館海の博物館

〒299-5242  千葉県勝浦市吉尾123 電話 0470-76-1133   FAX 0470-76-1821

e-mail umihaku@chiba-muse.or.jp    URL http://www.chiba-muse.or.jp/UMIHAKU/index.htm

開館時間 午前9時～午後4時30分
休 館 日 毎週月曜日（ただし、月曜日が休日にあたるときはその翌日、8月は無休）、年末

年始（12月26日～1月1日）、その他の臨時休館日
入 館 料 無料
駐 車 場 午前８時30分～午後５時15分（有料）
交　　通 JR外房線　鵜原駅から徒歩15分

勝浦駅からタクシーで約10分
勝浦駅から小湊鉄道バス「興津経由松野」行き「吉尾入口」下車、徒歩12分
勝浦駅から小湊鉄道バス「海中公園・海の博物館」行き下車すぐ（土曜日、日曜日、祝日のみ）

自 動 車 千葉市からR16、R297、R128を使って約2時間
東京湾アクアラインから館山自動車道、R409、R297、R128を使って約1時間半
館山市からR128を使って約1時間半
銚子市からR126、R128を使って約3時間
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